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事業名 概 要 予算額（千円）

◎北海道姉妹友好提携地域

ラウンドテーブル2018開催
事業費(再掲)【総合政策部】

姉妹友好提携地域との親交を深め、効果的な北海道情報の発信など
今後の国際戦略の推進につなげるため、各地域の代表らが集うラウンド
テーブルミーティングを開催し、今後の発展ビジョン等について議論する。

来
25,477

㉙( 0)

◎日中経済協力会議開催費

負担金
【経済部】

道内企業の中国市場への参入促進や輸出拡大に向け、ビジネスチャ
ンスの創出や海外展開の機運醸成を図るため、日中の政府機関、経
済団体、企業などが集うハイレベル会合を誘致する。

来
8,847

㉙( 0)

◎ベトナムとの経済人材交流

事業費
【経済部】

道とベトナム政府との覚書締結を踏まえた人材交流を促進するため、協
議会を設立するとともに海外関係機関との交流に取り組む。

来
2,510

㉙( 0)

○北海道・ロシア連邦

地域間協力キックオフ事業費
【総合政策部】

日露の幅広い関係強化とさらなる経済交流の拡大を図るため、国と連
携した欧露部での経済フォーラム等への参加やサハリン州との青少年
交流、中国・黒竜江省を含めた3地域交流の拡大等の取組を進める。

来
70,000

㉙( 45,075)

事業名 概 要 予算額（千円）

◎北海道酪農・畜産の日EU・

EPA等グローバル化対策
事業費 【農政部】

日EU・EPAなど国際情勢の変化に対応しうる北海道の酪農畜産を
構築するため、牧草の生産性向上、工房チーズの品質向上、豚肉の
販売力強化などの総合的な取組を進める。

来
13,780

㉙( 0)

◎資源有効活用対策検討

事業費
【水産林務部】

イワシやサバなどの資源が増大している魚種を有効活用するため、漁
獲から流通加工に至る現状や課題を調査し、資源の有効活用に向け
た検討を行う。

来
4,020

㉙( 0)

◎道産木材製品プロモーション

事業費
【水産林務部】

道産木材製品の道外・海外への販路拡大を図るため、道産木材の
強みを活かした新たなブランド戦略を検討するとともに、国内外におい
て、展示・商談会への出展などプロモーション活動を展開する。

来・創
11,395

㉙( 0)

■ 施策の展開方向
本道の基幹産業である一次産業の新たな国際環境下における持続的な発展に向け、農畜産物の生産基盤や水産

基盤の強化、道産木材の販路拡大などに取り組むほか、人材育成機関の設立準備をはじめとする担い手確保の取組
を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

新たな国際環境等に対応した強い農林水産業の確立

■ 新たな取組
● 工房チーズの品質向上など国際情勢の変化に対応する取組を推進
● イワシやサバなど資源増大魚種の有効活用に向けた調査を実施
● 道産木材の新たなブランド戦略を検討し国内外におけるプロモーションを展開

海外との地域間交流等の拡大

■ 施策の展開方向
世界をより身近にし、世界を舞台に活躍できる環境づくりに向け、姉妹友好提携地域の代表らが集うラウンドテーブル

ミーティングや日中経済協力会議を開催するほか、ロシア欧露部における北海道PRやサハリン州等との青少年交流、道
内企業の海外展開を支援するネットワークづくりなど、海外との交流拡大の取組を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

■ 新たな取組
● 日中の政府機関や経済団体等が集うハイレベル会合を誘致
● ベトナム政府との覚書締結を踏まえた人材交流を実施
● サハリン州との青少年交流(スポーツ大会への選手団派遣等)を実施

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－



- 25 -

事業名 概 要 予算額（千円）

◎道産農畜産物輸出拡大

加速化事業費
【農政部】

農畜産物の輸出拡大を図るため、有望な輸出先国やターゲットの絞り
込み、一次加工品など付加価値が高い食材の販路拡大の取組を強
化するとともに、道内の輸出に取り組む事業者の裾野拡大を図る。

来・創
38,301

㉙( 0)

○道産水産物販路拡大

推進事業費
【水産林務部】

水産物・水産加工品の輸出拡大を図るため、アジアにおける販売促
進・販路拡大等の取組を進めるほか、新たな輸出先国としてEU諸国
を対象に加え、市場調査などを実施する。

来・創
16,842

㉙( 15,000)

新規市場食需要開拓
推進事業費

【経済部】

市場規模が大きいイスラム圏市場の開拓や、需要の拡大が期待でき
る機能性食品・スイーツの輸出拡大を図るため、テスト輸出や商談会
の開催による販路拡大を進める。

来・戦
50,660

㉙( 50,960)

事業名 概 要 予算額（千円）

◎自転車安全利活用等

推進事業費
【総合政策部】

自転車の活用と安全利用を推進するため、国・市町村・関係団体と連
携体制を構築し、健康増進やサイクルツーリズムによる観光振興を図る
とともに、安全利用を広く周知するためのフォーラムの開催等に取り組む。

来
10,000

㉙( 0)

◎歴史文化資源を活かした交流

・人材育成拠点整備事業費
【環境生活部】

地域の歴史的文化資源を活かしたまちづくりや地域創生を進めるため、
歴史・文化を体感できる交流拠点であり、ヘリテージ・マネージャー等の
研修拠点となる開拓の村の施設整備を行う。

創
※ 100,000
㉙( 0)

北海道観光欧米市場誘客

促進事業費
【経済部】

欧米市場からの誘客拡大を図るため、アドベンチャートラベルなど、旅行
スタイルに応じたツアーの造成やブランド化を図るほか、WebやSNS等
を活用した道内観光情報の発信を行う。

70,942
㉙( 70,945)

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－

■平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

■ 施策の展開方向

道産食品のさらなる輸出拡大に向け、北海道ブランドが着実

に浸透してきたアジア地域を中心に一層販売促進等の取組を
進めるとともに、EU諸国など新たな市場への輸出拡大を図りま
す。

■ 新たな取組
● 一次加工品など付加価値が高い食材の販路拡大
● EU諸国への輸出拡大に向け協議会における検討や

市場調査等を実施

食の輸出拡大戦略の推進

どさんこプラザシンガポール店

タイにおける商談会

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

■ 施策の展開方向

外国人観光客500万人(平成32年)の実現に向け、サイ

クルツーリズムや歴史的文化資源を活用した観光振興の取
組を進めるとともに、旅行スタイルに応じたツアー造成・ブランド
化やムスリム市場からの誘客促進等の取組を進めます。

インバウンドの加速化と「稼ぐ観光」の促進

■ 新たな取組
● 関係機関と連携したサイクルツーリズムの取組を推進
● アドベンチャートラベル*層へのプロモーションを強化

(＊自然、異文化体験、アクティビティの3つの要素のうち2つを伴う旅行スタイル)

外国人観光客の誘致促進

＜外国人来道者数の推移＞ 目標値
500

大雨災害等

国際航空路線の拡大

（スクート航空）

外航クルーズ船の寄港

（小樽港）
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事業名 概 要 予算額（千円）

◎就業環境改善支援事業費

【経済部】

中小企業等の就業環境改善を促進するため、働き方改革に取り組む
企業の認定や地域企業へのハンズオン支援(事業段階に応じた伴走
型支援)、優良事例の普及に取り組む。

来・創
11,632

㉙( 0)

ほっかいどう働き方改革支援
センター運営等事業費

【経済部】

企業等の働き方改革を支援するため、包括的な支援をワンストップで
行う「ほっかいどう働き方改革支援センター」を運営するとともに、人手
不足の業界団体と連携した改革プランの作成等に取り組む。

来・創
47,998

㉙(       50,000)

◎学校における働き方改革

推進事業費
【教育庁】

教員が児童生徒と十分に向き合える体制を整備するため、教員に代
わり部活動に従事する部活動指導員や授業準備等の補助を行うス
クール・サポート・スタッフを配置し、学校における働き方改革を推進する。

82,866
㉙( 0)

事業名 概 要 予算額（千円）

◎公共交通活性化推進事業費

【総合政策部】

中核都市と周辺地域をつなぐ広域的な交通ネットワークを実現するた
め、地域の関係者による検討会議を設置し、社会実験の実施検討な
ど、利便性向上や利用促進に向けたモデル的な取組を進める。

来
2,200

㉙( 0)

◎地域物流効率化検討

・実証事業費
【総合政策部】

過疎地などの物流を維持するため、輸送事業者と地域が連携し、ラス
トワンマイルの共同輸送など輸送の効率化に向けた検討や実証を行う。

来
2,269

㉙( 0)

◎道内航空ネットワーク維持

・拡充推進事業費
【総合政策部】

道内航空ネットワークの維持・拡充により交流人口の拡大を図るため、
地域と連携した支援のあり方を検討するとともに、道内空港間の路線
就航に向けた運航可能性調査を実施する。

9,836
㉙( 0)

■ 新たな取組
● シームレスな交通体系の実現に向けた取組を検討
● 貨物輸送の効率化に向け共同輸送の可能性を検討
● 道内空港間の路線就航に向けた運航可能性調査を実施

■ 施策の展開方向
本道の未来を創る交通・物流ネットワークの構築に向け、
モデル地域において広域・生活圏内の最適な交通モード
やラストワンマイルの貨物共同輸送の検討を行うほか、航
空路線の維持・拡大に向けた取組などを進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

暮らしと経済を支える交通・物流ネットワークの構築

■ 施策の展開方向
就業環境の改善や生産性の向上など働き方改革の推進に向け、
優良事例の普及啓発や業界団体と連携した改革プランの作成に
取り組むほか、部活動指導員やスクールサポートスタッフの配置など、
教育現場における働き方改革の取組を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－

働き方改革の着実な推進

■ 新たな取組
● 働き方改革に取り組む企業の優良事例を発掘・普及
● 部活動指導員やスクールサポートスタッフを公立学校に配置

多様な人材の活躍

生産性の向上

就業環境の改善
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事業名 概 要 予算額（千円）

○中小企業競争力強化

促進事業費
【経済部】

道内中小企業の競争力強化を図るため、｢北海道産業振興条例
(通称)｣に基づき、製品開発や市場開拓、場所や時間にとらわれない
働き方の導入に対し助成を行う。

37,625
㉙( 27,253)

◎ふるさと経済活性化のための

起業応援事業費
【経済部】

道内における起業を促進するため、地域課題の解決に資する優れた
創業計画を募集・選出・表彰するとともに、クラウドファンディング型ふる
さと納税を活用して、起業時の初期投資の一部を助成する。

来
11,017

㉙( 0)

事業名 概 要 予算額（千円）

◎宇宙産業育成事業費

【経済部】

新しい成長分野である宇宙産業の育成を図るため、企業や行政、研
究機関等で構成する協議会を設置し、衛星データ利用分野における
新ビジネス創出を促進する。

来
2,996

㉙( 0)

◎AI/IoT等先端技術導入促進

事業費
【経済部】

道内産業の効率化や生産性向上に向け、AI/IoTなどの先端技術を
活用した新たな取組の創出を図るため、道内大学などによる研究成果
の普及啓発に取り組む。

3,357
㉙( 0)

◎寒冷環境対応IoT製品等の

開発支援拠点整備事業費
【総合政策部・経済部】

スマート農業や寒冷地仕様EVなど幅広い分野における積雪寒冷環境
対応のIoT製品や、航空宇宙関連機器の開発・製造を加速化させるた
め、(地独)道立総合研究機構工業試験場の施設・機器の整備を行う。

創
※ 548,453
㉙( 0)

自動走行車開発拠点化

促進事業費
【経済部】

自動車関連産業の集積と自動走行の早期実用化を促進するため、
自動走行に係る実証試験場や国の社会実証事業の誘致を図るほか、
道内の公道外試験適地調査等を行い、企業等の実験の誘致を図る。

11,102
㉙( 11,741)

○水素社会推進事業費

【環境生活部】

将来のエネルギー源として期待される水素の利活用に向けた機運醸成
を図るため、全道でキャンペーンを実施するほか、道央圏の市町村等と
連携して、燃料電池自動車の普及拡大に向けた検討を行う。

5,000
㉙( 4,746)

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－

■新たな取組
● 衛星データビジネスの育成に向けた連携体制を構築
● AI/IoTなど先端技術を活用した新たな取組の創出
● 寒冷環境対応IoT製品等の開発支援拠点の整備
● 自動走行の実証試験場や社会実証事業の誘致を推進

■ 施策の展開方向

新しい成長産業の創出に向け、関係機関の連携による

宇宙産業の育成やAI/IoTなど先端技術の導入促進、水
素エネルギーの利活用推進、本道の自動走行車開発の
拠点化に向けた取組などを進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

本道の強みを活かした新しい成長産業の創出

ロケットによる
人工衛星打上げ

人工衛星のデータ利用

ドローンのデータ利用

自動車の自動運転トラクタの自動運転

■ 施策の展開方向
地域産業の着実な発展に向け、本道経済を牽引するものづくり産業の振興や企業誘致を進めるほか、起業や事業

承継の支援など就業の選択肢を広げる取組や環境の変化に対応する取組を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

経済と雇用を支える地域産業力の向上

■ 新たな取組
● 優れたビジネスプランを発掘しクラウドファンディング型ふるさと納税を活用して支援
● 中小企業の人材確保に向け場所や時間にとらわれない働き方の導入を支援
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事業名 概 要 予算額（千円）

障がい者意思疎通支援

・手話条例関連事業費
【保健福祉部】

障がい者の意思疎通や手話が言語であることの認識の普及等に関す
る条例の制定に伴い、道民の理解促進を図るフォーラムの開催、意思
疎通支援者の人材確保に向けた養成研修の充実などに取り組む。

246,681
㉙( 236,858)

○介護ロボット導入支援

事業費
【保健福祉部】

介護従事者の身体的負担の軽減や業務の効率化など労働環境の
改善につなげるため、介護ロボットの導入に対する補助等を行うほか、
ICT機器等の導入を促進する。

132,040
㉙( 24,769)

◎「アートギャラリー北海道」

推進事業費
【教育庁】

道内の美術館等が所蔵する美術品等の価値を見つめ直し、その魅力
の発信を強化するため、美術館等の連携による所蔵作品の相互紹介
やイベント事業、PR活動を展開する。

来
37,374

㉙( 0)

◎歴史文化「体感」交流空間

再生事業費
【環境生活部】

北海道百年記念事業の一環として整備した百年記念施設(北海道
博物館、開拓の村、百年記念塔)を含む周辺地域を、歴史文化体
感交流空間として再生するための構想を策定する。

来
5,701

㉙( 0)

事業名 概 要 予算額（千円）

○専攻医等確保推進事業費

【保健福祉部】

専攻医等にとって地域が魅力ある職場となり、キャリア形成が図られる
環境をつくるため、地域全体で医療を支える機運を醸成するとともに、
指導医の派遣など地域における研修体制を構築する。

来
14,730

㉙( 16,875)

医師養成確保修学資金貸付
事業費

【保健福祉部】

地域における医師を確保するため、一定期間の地域勤務を誓約した
道内医育大学の地域枠入学者に対し、償還免除となる奨学金を交
付する。

380,512
㉙( 374,547)

がん対策関連事業費

【保健福祉部】

がん対策の推進を図るため、未成年者等の喫煙防止に向けた健康教
育資材の作成や飲食店等における受動喫煙防止対策の促進、がん
検診受診率の向上に向けた市町村等に対する研修会等に取り組む。

177,234
㉙( 153,203)

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－

■施策の展開方向
地域医療の充実・確保に向け、修学資金の貸付けや指導医の派遣などにより、地域における医師の確保やキャリア形
成の支援を図るとともに、がん死亡率の減少に向け、がんの予防や早期発見など効果的ながん対策の取組を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

暮らしを守る地域医療の確保と健康づくりの推進

■ 新たな取組
● 指導医の派遣など地域における研修体制を強化
● 未成年者等の喫煙防止に向けた健康教育資材を作成

■ 施策の展開方向
誰もが暮らしやすい社会の実現に向け、障がい者の意思疎通や手話などについて道民の理解を深める取組や、介護
従事者の労働環境改善に資する介護ロボットの導入支援などの取組を進めます。
また、道内の美術館等の相互連携による道内美術作品の発信力強化などにより、本道の文化の振興を図るとともに、
百年記念施設を含む周辺地域を歴史文化体感交流空間として再生するための取組を推進します。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

誰もが心豊かに暮らし共に発展できる社会の構築

■ 新たな取組
● 障がい者の意思疎通や手話などについて道民の理解を深めるフォーラムを開催
● 道内の美術館等の相互連携を推進し美術作品の発信力を強化
● 百年記念施設等を歴史文化体感交流空間として再生するための構想を策定
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■ 施策の展開方向
地域に根ざした施策の展開に向け、課題解決等をテーマとしたクラウドファンディングの試行的な導入や、振興局と市町
村が協働で取り組むプロジェクトの推進を図るとともに、北の住まいるタウンの普及啓発に向けたまちづくりに関する学習機
会の提供、北方四島共同経済活動の本格化を見据えた優先プロジェクトの推進、官民連携に向けた市町村と企業との
マッチング支援などの取組を進めます。

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等

事業名 概 要 予算額（千円）

◎クラウドファンディング活用

パイロット事業費
【総務部】

全庁的なクラウドファンディングの活用に向け標準的な事業実施手法
等を確立するため、道内2地域における地域課題の解決等をテーマと
して、クラウドファンディングを試行する。

8,125
㉙( 0)

○地域政策推進事業費

【総合政策部】

北前船等の歴史や文化、自然環境など地域の資源を活かし、地域に
根ざした施策の推進を図るため、振興局自らが地域と連携・協働して
取り組むプロジェクト等を推進する。

来・創
274,007

㉙( 268,128)

○北方四島共同経済活動等

推進事業費
【総務部】

北方四島における共同経済活動の本格化を見据え、平成29年9月
の日露首脳会談で合意された優先プロジェクトの推進を図るとともに、
関係機関との調整等を行う。

29,037
㉙( 4,000)

北海道創生プラットフォーム形
成事業費

【総合政策部】

市町村の地域創生に向けた取組を支援するため、市町村が実施する
プロジェクトと首都圏等の企業や人材とのマッチングを進める。

来・創
9,591

㉙( 9,932)

■ 施策の展開方向
安全・安心な地域づくりに向け、学校法人等が行う耐震化に係る経費の一部を補助するほか、洪水対策などの防災・
減災対策、広域災害を想定した防災訓練、防災教育、犯罪対策、飲酒運転の根絶に向けた取組などを進めます。

事業名 概 要 予算額（千円）

◎私立学校施設耐震化支援

事業費補助金 (再掲)
【総務部】

子どもたちが安全な環境下で学べるよう、私立学校施設の耐震化を
進めるため、学校法人等が行う耐震化に係る経費の一部を補助する。 126,300

㉙( 0)

飲酒運転根絶推進
関連事業費

【環境生活部】

飲酒運転根絶に向けた取組を推進するため、飲酒運転根絶キャラバ
ンや「飲酒運転根絶の日」（7/13）の啓発事業等による住民や企
業の意識の醸成などに取り組む。

来
20,000

㉙( 20,000)

○河川事業防災・安全交付金

（総合流域防災事業費）
【建設部】

防災・減災対策の推進を図るため、堤防整備・河道掘削等のハード
対策や洪水時の水位監視対策など、洪水時における円滑かつ迅速な
住民避難に資する施設等の整備を進める。

4,581,000
㉙( 3,655,500)

災害復旧事業費

【建設部】

被災地域の速やかな復旧・復興に向け、堤防や護岸、道路など被災
施設の復旧を行う。 8,932,932

㉙( 6,892,946)

重点的に取り組む施策の概要 －北海道未来創生予算－

地域課題の解決に向けた取組の推進

「まさか」への備えと強靱でやさしい地域づくり

■ 新たな取組
● 学校法人等が行う耐震化に係る経費の一部を補助（再掲）

■ 新たな取組
● 道内2地域において地域の課題解決等をテーマにクラウドファンディングを試行

■ 平成30年度に実施する主な新規・拡充事業等
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